


平成17年5月広報たまかわ

1年間お世話になります平
成

η年
度

平
成
げ
年
度
の
各
行
政
区
長
が

決
ま
り
、

4
月
7

か
ら
委
嘱
状
が
交
位
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

地
域
の
普

さ
ん
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。で

す

村

民

の

生

命

、

め

、

日

々

い

だ
く
、
玉
川
川
村
消
防
聞
の
平
成
口
年
度
各
分
団
長
は
次

の
方
々
よ
ろ
し
く
お
穎
い
し
ま
す
。

申
一
小憲

長詔分辺

平成17年5月

芸事生分間長

立ミ報たまかわ

小箱分団長

関根和美

中分間長

{呆

密法寺分極長

大竹義和

…即時部
井
船
石
盤
}

期須張分間長

期摂和宏
北須養分団長

矢吹和彦

浅友

吉分開喪

失部

臨辻分部長

須諮

区長大和田豊隆和ニIZ長五森

政美石森

宏区長大和記

この事業は、保護者が安心して働ける環境づくちと

子育ての負担を軽減するため、授業、保育が務了して
から午後 8持まで、各幼稚閣において子ども達をお預
かりするというものです。

年度途中の登銭や、随時登録もできますので、今後

持崩される保護者の方は、各劫権愚か教育委員会まで

ください。

4月から、各幼稜爵において、玉)11
釜小学校の 1年生から 3年生を対象とし
クラブ?と、幼濯毘児を対象とした環か与保育が始まり

ました。

現在、いずみ幼稚関では、放課後克憲クラブに 7

震かり保育に10名が登録。すがま訪稚園ではそれぞ、れ

1名と 9名が登録しています。
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平成17年5月広報たまかわ平成1ワ年5月

玉
川
村
消
防
団
(
阿
部
金
四
郎

団
長
)
の
平
成
口
年
度
春
季
検
問

式
は
、

5
月
8
日
に
泉
中
学
校
校

庭
に
お
い
て
、
団
員
、
婦
人
消
防

隊
員
合
わ
せ
て

2
5
0
入
、
及
び

関
係
者
ら
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

消
防
活
動
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
統
監
(
車
田
村
長
)

に
よ
る
観
閥
、
通
常
点
検
で
は
各

団
員
と
も
整
然
と
し
た
隊
列
を
編

成
し
、
点
検
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
後
の
機
械
器
具
点
検
で
は
、

中
村
池
に
移
動
し
て
実
際
に
放
水

を
行
い
、
分
列
行
進
で
は
堂
々
と

し
た
姿
勢
で
行
進
す
る
な
ど
、
最

後
ま
で
士
気
の
高
さ
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

好天に恵まれた5月3日。毎年恒例となったうつくしま
ふくしま空港わくわくフェスティパルが、福患空港公闘を
メイン会場に開催され、終日多くの家族連れなどでにぎわ
いました。
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新
入
園
、
入
学
児
童
を
迎
え
た

各
幼
稚
園
、
小
学
校
で
は
交
通
安

全
教
室
を
開
き
、
子
ど
も
達
が
事

故
な
ど
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
指
導
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、
お
巡
り
さ
ん

や
交
通
指
導
員
、
先
生
方
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で

学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
い
わ
き

石
川
青
年
会
議
所
の
主
催
に
よ
る
、

小
学
一
年
生
を
対
象
に
し
た
交
通

i

安
全
教
室
が

5
月
9
日
、
石
川
自

動
車
教
習
所
で
関
か
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
子
ど
も
達
が
交
通
マ

ナ
ー
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー
、
警
察
犬
の
訓
練

風
景
な
ど
も
見
学
し
ま
し
た
。

~各地で交通安全教室開催~

広報たまかわ

玉
川
村
P
T
A
連
絡
協
議
会
で

は、

4
月
幻
日
に
総
会
を
開
き
、

口
年
度
の
事
業
計
画
、
並
び
に
予

算
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
終
了
後
に
、

P
T
A
活
動
に

貢
献
が
あ
っ
た
方
な
ど
を
表
彰
し

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す。【
表
彰
状
}
根
本
武
則
石
森
浩

石
井
め
ぐ
み
小
針
か
お
り
小

針
周
吉
矢
吹
武
美
車
田
勉

熊
田
輩
出
三
根
本
善
勇
矢
部
禎

坂
本
隆
大
竹
吉
夫
国
谷
善
孝

大
竹
多
小
針
剥
男
矢
部
重
明

石
川
和
典
角
田
幸
雄
吉
田
健

次

須

藤

昭

吉

村

ま

ゆ

み

草

野
松
江
佐
藤
友
予
月
田
秀
夫

石
井
幸
予
割
栢
米
予
溝
井
保

弘
伊
東
美
保
予
石
井
泰
雄

本
橋
勝
広
曲
山
蜂
男
横
山
正

郎
大
木
恵
里
予
塩
津
婚
予

{
感
謝
状
}
須
釜
信
一

5 



だ 5浩山毎
o 0さ市年焚
本んの各通
の(新学安
横南聞校全
新須販!こ活
旗釜売横動
を出セ断|こ
各身ン旗役
学)タを立
校が|贈て
c 、社って
贈令長ては
り年、いし
まも宗るい
し 1形郡と

年
は
桜
も
贈

4
月
刊
日
巴
教
育
委
員
会
を
訪
れ
¥
車

田
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
だ
。
ま
だ
今
年

は
、
各
学
校
巳
植
え
て
ほ
し
い
と
桜
の
百

木
も
一
緒
に
贈
り
ま
し
芝
。

車
田
教
育
長
巴
横
断
旗
を
手
渡
す
宗
形
さ
ん
(左
)

福島県PTA連合会などの主催による、県小中学校

新聞・ PTA広報紙コンクールがこのほど行われ、学

校新聞の部で須釜中学校の「どんぐり」が最優蚕糞を

受賞しまし足。

須釜中学校の学校新聞「どんぐりJI志、矢吹保男校
長が制作。2日!こ 1自のペースで発行しています。学
校の行事や出来事、生徒達の様子ガタイムリーに各家

庭に伝えら、学校と家庭とが連携を図るうえで大きな

役割を果だしています。

議申の『どんぐり』
最優秀賞受賞
一学校新聞コンクールー

毎年4月10日と10月10日は地域安全の日と定めら

会年の4月10日|謀、防犯指導隊や消防団の幹部な

どか¥泉郷駅前で白転車の防犯診断などを行いましだ。

の

れており、毎年防犯活動などが、行われています。

全安域

ま芝夕方から|謀、買物客らに防犯チラシを配り、地域

の安全を呼びかけましだ。
!ー最優秀賞を受賞じ疋須釜中のー「どんーぐりJ一一ーーーー一一一一ーー一
1111..圃濁掴宿扇錨富田鐙歯属鹿圃 ..111範囲麗富箆聖書留梅園廻 a・ a贋軍書面車窓箆箆睡沼田辺掴橿膏圃毎.環密冨麿盟置砲箇 ..11.1橿酋圃..圏趨園建鰐田宿泊...固湯田鹿罰忽 掴語習 1111圃 a・ .11田沼田園建酉盟国 .1111橿圃銅値商留国 IIImlll留 11.盟国 1111.圃母園調窃田宮圏沼田 .8盟国国留 盟国闇掴濁盟国窃困層圏聞包趨略目磁調庖盟問題担自衛 .11

委嘱固さんに

自衛官募集相談員の委鴫状交付式が4月27日、

村長室で行われ、車田武夫さん(竜崎)に委嘱状が

交付されました。

車田さんは、昭和63年から長年にわだり相談

員として活躍されています。合後也、自衛官志

願者へのl情報の提供や自治体との橋渡し、入隊

者lこ対する激励など|こご尽力いだだきます。

小
原
収
入
役
、
自
衛
隊
福
島
地
万
連
絡
部
長

よ
り
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
る
車
田
さ
ん
(
左
)

問題の大切さ学

ロータリークラブ創立100庖年を記念し、須賀川南

口ータソークラブガ実施しだ記念事業|こ、玉)11第一小

学校の6年生児童が参加しました。児童達|誌、松尾芭

蕉と乙字ケ滝の関わりなど1こついての講話を器いだあ

と、阿武隈川iの浅瀬lこ入り水生生物の生息状況を調査。

生息している生物の種類!こより水環境か、分かることか

ら、熱心lこ調査していまし定。
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津
君
が
大
活
躍

4
月
山

B
C
い
わ
き
市
で
開
催
さ
れ
だ
、

福
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
巴
お
い
て
、

小
学
6
年
生
の
部
に
出
場
し
た
塩
津
拓
也

君
(
須
釜
小
)、か
、
並
み
い
る
強
豪
を
お
さ

え
て
見
事
優
勝
し
ま
し
定
。

ま
だ
、
塩
津
君
は
4
月
初
日
に
埼
玉
県

で
開
催
さ
れ
だ
¥
全
日
本
青
少
年
空
手
道

選
手
権
大
会
巴
也
出
場
。
日
人
も
出
場
し

芝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
進
み
、
堂
々
の

3
位
入
賞
を
飾
り
ま
し
定
。

置留置置輯 11111語軍曹圏薗濁圃園圃由国箆躍畠認置車窓圏直車田園回国薗量量 1111留軍富露置密書留・圃醤圃圃薗揖冨認露国軍置掴極圏圃 .11量圃露圏援撞富寝揖翻書置圃酉罷軍軍瞳

か
い
善
意

り
が
と
う
ご
ざ
い

中
の
角
田
文
弥
さ
ん
よ
り
、

B
本
赤
十

字
社
特
別
社
資
と
し
て

川
辺
の
矢
部
和
子
さ
ん
よ
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
活
動
資
金
と
し
て

ワ
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務課

57-4621 

住民税務課

57-4622 

総

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
、
現
況
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、

6
月
初
旬

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
提
出
さ
れ
ま

せ
ん
と
、

6
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
o

v問
い
合
わ
せ
健
康
福
祉
課

最
近
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て

住
所
の
異
動
等
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

不
正
事
件
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
住
民
基

本
台
帳
の
正
確
性
を
保
つ
た
め
に
、

次
の
よ
う
に
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

V
対
象
と
な
る
届
出

①
転
入
届

②
転
出
届

③
転

居
届

④
世
帯
主
変
更
届

V
本
人
確
認
の
対
象
者

窓
口
に
届
出
書
を
持
参
し
た
方

V
お

題
「
笑
み
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

つ笑
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
よ
く
、
「
笑
ひ
」
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

V
詠
進
要
領

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で

1
人
1
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
。
用
紙
は
半
紙
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
o

v詠
進
の
期
間

9
月
初
日
ま
で
(
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
)

V
郵
便
の
あ
て
先

「
一
γ
1
0
0
1
8
1
1
1
(呂

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

V
そ
の
他
く
わ
し
く
は
宮
内
庁
の

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
E
G一¥
¥宅巧宅・}門戸
H
H
H
m
w

片山
H

0

・向。

-Z
¥)

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用

E
種
試
験

(高
校
卒
業
程
度
)

を
実
施
し
ま
す
。

V
受
付
期
間

6
月
幻
日
か
ら
お
日
ま
で
(
郵

送
の
場
合
は
最
終
日
消
印
有
効
)

V
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

57-4624 

健康福祉課

57-4623 

保健センター

37-1024 

計室

57-4625 

地域整備課

57-4626 

ム一品

(
代
理
の
届
出
の
場
合
は
、
代
理

人
の
本
人
確
認
と
「
住
民
異
動
届

受
理
通
知
」
を
異
動
者
に
送
付
し

ま
す
)

V
本
人
確
認
の
方
法

顔
写
真
付
き
の
証
明
書

(運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔

写
真
付
き
住
基
カ

i
ド
な
ど
)

で
確
認
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
住
民
税
務
課

6
月
1
日
か
ら
凶
日
ま
で
は
「
電

波
利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。
よ
り

よ
い
電
波
環
境
が
豊
か
な
情
報
社

会
を
支
え
ま
す
。
電
波
は
み
ん
な

の
も
の
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波
の

混
信
、
妨
害
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は

V
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口

2
0
2
2
1
2
2
1
1
0
6
4
1
 

県
中
保
健
所
で
は
次
に
よ
り
飼

い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
き
ま

人
事
院
東
北
事
務

局

第

2
課

試
験
係

2
0
2
2
1
2
2
1
1
2
0
2
2
 

古
殿
町
に
日
月
開
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ

l
ム
「
ふ
る
ど
の

荘
」
の
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
o

v入
所
申
込

社
会
福
祉
法
人
石
川
福
祉
会

事
務
局
、
及
び
健
康
福
祉
課
で

交
付
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
石
川
福
祉
会
事

務
局
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

V
受
付
期
間

7
月
8
日
か
ら
8
月
8
自
ま
で

V
入
所
基
準

老
人
福
祉
法
に
定
め
る
「
身

体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害

が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を

必
要
と
し
、
か
つ

居
宅
に
お
い

て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
閤
墜

と
認
め
ら
れ
、
要
介
護
認
定
度

ー
か
ら
5
ま
で
の
方
。

V
施
設
規
模

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
閃
人

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

m人

V
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
石
川
福
祉
会
事
務
局

2
2
6
i
1
1
2
3
 

8 

57-4631 

企画産業課

57-4627 

57-4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民舘

(文化体育館)

57-4632 

須釜支所

57-2061 

す
。
テ
キ
ス
ト
並
び
に
ビ
デ
オ
に

よ
る
学
科
講
習
と
実
際
に
飼
い
犬

に
対
し
て
の
服
従
訓
練
等
の
個
別

指
導
型
講
習
を
行
い
ま
す
。

V
開
催
日

6
月
辺
日

(学
科
)

6
月
幻
自
(
実
技
)

7
月
幻
日
(
学
科
)

7
月
初
日
(
実
技
)

8
月
白
日
(
学
科
)

9
月

1
日

(
実
技
)

9
月
幻
日

(学
科
)

9
月

m日
(
実
技
)

m月
お
日
(
学
科
)

叩
月
幻
日
(
実
技
)

V
開
催
時
間

午
後
2
時
か
ら

3
時
ぬ
分

V
開
催
場
所

県
中
保
健
所
(
須
賀
川
市
)

V
問
い
合
わ
せ

県
中
保
健
所
衛
生
推
進
グ
ル
ー
プ

8
0
2
4
8
1
7
5
1
7
8
2
1
 

郡
山
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

企
業
で
働
い
て
い
る
方
、
こ
れ
か

今年の10月1司、全国一斉に平成17年国勢調査が実施されます。この国勢調査は、
基本的な統計調査で、大正9年の第I回調査から数えて18回目にあたります。
玉川村においては、約1.950世帯、 7.700人が調査の対象となり、調査従事者も約40人が必要となります。そ
こで、国勢調査の調査員として従事していただける方を募集いたします。

5年ごとに行われる悶の

ら
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

技
術
講
習
会
(
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
)

を
開
催
し
ま
す
。

V
セ
ミ
ナ
ー
名
・
実
施
予
定
日

大
第
2
種
電
気
工
事
土
実
践
技
能

7
同
月

5
日
・

6
日

交
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
実
践
知
識

7
月
お
日
・

m目

安
実
用
建
築

C
A
D

8
月

2
日
・

3
日
・

4
目

安
建
築
塗
装
実
践
知
識

7
月
ロ
日
・
回
目

安
建
築
塗
装
実
践
技
能

Z
-
E

6
月
7
日
・

oo
日

安
建
設
機
械
実
践
技
能

6
月
お
日

-
M
日

食
自
動
車
検
査
知
識

8
月

9
日
・
日
日
・
口
日

V
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門

校

能

力

開

発

課

8
0
2
4
1
9
4
4
1
1
6
6
3
 

園調査員の報酬

45.000円程度(担当調査区により異なります)
園調査員名簿への登録

応募いただいた方は、審査ののち玉川村の登録調査

員名簿に登録されます。なお、名簿に登録されてもすべ

ての方が調査できるとは限りませんのでご了承野晶、ます0

・応募方法
総務課及び須釜支所に備え付けの応募用紙に必要

事項を記入し提出してください。

圃応募用紙の提出先、問い合わせ

総務課 企57-4621
(提出先は総務課のみとなります)

.応募要件

①村内に居住し、20歳以上で調査活動ができる健康な方
②調査で知り得たことなど、秘密の保持ができる方

③警察、選挙、税務事務に従事していない方

置従事予定期間

8月20日から10月19日まで
・調査員の身分
調査期間中は非常勤の国家公務員となります

・調査員の仕事
①調査員事務説明会への出席

②担当調査地区の確認

③調査票の配布と回収

④調査票の点検と提出

9 



平成17年5月広報たまかわ

γち三
[シリーズ思春期保健(中学生編)⑪}

今月から中学生の思春期アンケート結果についてお伝
えします。第1包は性に関することばの認知度について
です。次のことばを知っていますかという質問をしたと
ころ、知っていると答えた生徒の割合は下記のとおリで
した。

平成17年5月

地区名

宏志

俊雄

勝

康之

お誕生おめでとうございます | 
( 4月届出分)

保護者名出生児氏名

優花

祥平

素那

弘

木

間

森

高

添

石

JIl辺

中

法

竜崎

広報たまかわ

ハ〉

;
認
知
症
(
痴
呆
症
)
の
予
防
に
向
け
て
①
;

高
齢
化
率
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
わ

れ
る
玲
年
後
、
認
知
症
の
高
齢
者
も
ピ
ー

ク
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

高
齢
に
な
る
と
、
誰
で
も
認
知
症
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
歳
以
上
の
高

齢
者
1
0
0
人
中
7
人
く
ら
い
の
割
合
で

す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
周
り
の

方
に
も
大
き
な
負
担
を
か
け
る
『
認
知
症
』
。

な
ら
な
い
た
め
の
予
防
、
な
っ
て
し
ま
っ

て
も
竿
期
発
見
が
で
き
る
た
め
の
学
習
を

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
先

と
思
っ
て
い
る
方
も
、
な
っ
て
か
ら
で
は

予
防
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
認
知
症
』
と
は
『
痴
呆
』
の
こ
と
で
す

昨
年
ロ
月
か
ら
『
痴
呆
」
と
い
う
蔑
視

的
な
表
現
を
改
め
『
認
知
症
』
と
呼
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
「
認
知
症
」
と
は
、

「
も
の
忘
れ
が
激
し
い
」
「
思
っ
た
言
葉

が
出
て
こ
な
い
」
な
ど
い
く
つ
か
の
脳
の

働
き
が
半
年
か
ら

1
年
の
間
に
低
下
し
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

「
認
知
症
』
は
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気

で
あ
り
、
老
化
に
よ
る
づ
ほ
け
』
と
は

異
な
り
ま
す
。

老
化
に
よ
る
「
ほ
け
」
と
病
気
で
あ
る

「
認
知
症
』
の
大
き
な
違
い
は
、
脳
の
働

き
が
低
下
す
る
ス
ピ
ー
ド
の
差
で
す
。
老

すべての項目について女子の方が f知っているjと答
えた割合が高く、小学生と詞じような結果となりました0
80%以上の生徒が知っていると答えた項目もあリますが、
中には認知度が低いものもあり、特に男子では f精通i
や女子の二次性徴に対する理解が低いなど、再教青が必
要ではないかと思われる項目もありました。認知度が低
い填自については学年間に見ても平均して低いため、適
切な時期にきちんと学ノ京ことができない場合、ぞれ以後
五しい知識を学ぶ機会を逃してしまう可能性もででくる

のではないかと考えられます。

加
熱
直
答

受
精

性
斗
変

十
和
主
世
戸

月
経

蔭
毛

初
経

精
通

卵
子

精
子

ホ
ル
モ
ン

100 

80 

60 

40 

20 

。

( 4月届出分)

世帯主名

夫

男

9) 

夫

光

保

常

忠

1，936戸(一

死

須藤 光久

溝井 フク

野タツイ

佐藤 忠一

石森タケヨ

需野

者

JII 辺

小高

南須釜

。

山小農

村のようす
けワ年5月1日現在)

地区名

7，572人(-23) 

3，755人(-14) 

9) 3，81ワ人(

寺五

春

孟

JII 辺
小高

南須釜

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く梅礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

記

藤

井

藤

須

溝

佐
化

に

よ

る

で

は

脳

の

働

き

が

緩

や
か
に
低
下
し
、
亡
く
な
る

1
年
ぐ
ら
い

前
に
急
激
に
低
下
す
る
の
に
対
し
、
『
認

知
症
」
の
場
合
は
、
短
期
間
に
目
立
っ
た

変
化
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
ぼ
け
』
に
は
仕
事
や
日
常
生
活
に
支
離

を
き
た
す
ほ
ど
の
深
刻
な
症
状
は
少
な
い

の
で
す
が
、
『
認

知
韮
の
受
口
は
、

症
状
が
進
む
と
時

間
や
人
の
認
知
が

で
き
な
く
な
り
、

生
活
に
支
障
が
で

で
き
ま
す
。

16自(木)さんから

さんから

さんから

一
夫
雄

光

保

庸

の
の
の

rlまけJと『認知痕Jの違い重量

ゆるやかに低下 l 

|短期間に目立った
(亡くなる1年くらい|

!変化がある
前に急激に低下) I 

深刻な支障がでてくる

(時間、場所、人の認

識ができなくなる)

お
気
を
つ
げ
く
だ
さ
い
!

社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務

所
職
員
を
装
い
、
「
年
金
を
増
額

す
る
た
め
の
手
数
料
が
必
要
、
健

康
保
険
の
給
付
金
を
請
求
す
る
た

め
に
印
紙
代
が
必
要
」
と
自
宅
を

訪
問
し
た
り
、
「
年
金
の
過
払
い

分
を
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
な

い
と
以
後
の
年
金
を
停
止
す
る
」

と
い
っ
た
不
審
な
電
話
や
文
書
が

届
く
な
ど
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ

う
し
た
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
事
例
で
は
、
訪
問
に
よ
り

「
年
金
関
係
に
つ
い
て
確
認
す
る
、

財
産
を
調
べ
る
」
な
ど
と
言
っ
て

預
金
通
報
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
一
言
葉
巧

み
に
暗
証
番
号
も
開
き
出
し
、
預

金
が
引
き
出
さ
れ
た
被
害
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
家

族
の
勤
務
先
を
聞
き
出
す
な
ど
の

不
審
な
行
為
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
、
文
書
、

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の

場
で
対
応
せ
ず
、
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
た
り
、
相
手
の
所
属
、

氏
名
な
ど
を
確
認
し
、
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

矢
」
い
。

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

合

0
2
4
1
9
3
2
i
3
4
8
0

年金の受給手続など、お気軽にご杷談ください。
※年金手帳、墓嘩年金番号通知書をご持参ください。
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日 曜日 内 モ円~う「、 耳-- 時間 場所 日 曜日 内 伊台百 時間 場所

なつ椿学級 9・30 須釜公民館 住民検診 7:30 川辺公民館

水 こぶし学級 13:30 就業改善センター 16 木 (元)ラ ジボーjレ卓球 9:30 文化体

村民球技大会練習開放 19:00 村民グ 文化体 3"-'4ヶ月児健診 13:30 公立岩瀬病院

(元)ラージポール卓球 9:00 文化体 17 金 住民検診 7:30 )11辺公民館
2 木

村民球技大会練習開放 19:00 村民グ文化体 19 日 住民検診 7:30 体育センタ

1 ]境6ヶ月児健診 13:00 保健センター 20 月 住民検診 7:30 北須釜公民館

3 金 9 "-'10ヶ月児健診 13:30 保健センター 住民検診 ワ:30 岩法寺公民館

村民球技大会練習開放 19:00 村民グ文化体 21 火 ナイタ-開放 18:30 村民グ

5 日 村民球技大会 8:00 村民グ文化体 エアロピクス教室 19:00 文化体

6 月 機能訓練 10:00 保健センター 22 水 住民検診 7:30 竜崎公民館

すくすくクラブ 10:00 保健センター 住民検診 ワ:30 中公民館
23 木

7 火 ナイター開放 18:30 村民グ (元)ラージポール卓球 9:30 文化体

エアロピクス教室 19:00‘ 文化体 住民検診 7:30 村民体育館
24 金

9 木 (元)ラージポール卓球 9:30 文化体 (元)健康たいそう教室 9:30 矢吹町プ ル

10 金 (元)健康たいそう教室 9:30 文化体 元気スポーツクラブスポーツサロン 13:00 文化体
E 

元気スポーツクラブスポーツサロン 13:00 文化体 地域子ども教室 13・00 文化体
11 土 25 土

太極拳教室 19・00 文化体 太極拳教室 19:00 文化体
聞 LZEE 

12 日 (村民球技大会予備日) レディースセミナー移動研修 益子町

13 月 住民検診 7・30 諏訪屋旅館 26 日 住民検診 7:30 村民体育館

住民検診 7:30 山小屋公民館 日本脳炎予防接種 13:45 保健センター
28 火

14 火 BCG予防接種 12:45 保健センター ナイター開放 18:30 村民グ

ナイタ一開放 18:30 村民ゲ 30 木 (元)ラージポール卓球 9:30 文化体

15 水 住民検診 7:30 吉公民館
たまかわ文化体育館文化体村民グランド

中島病院

中島病院

田中内科医院

浅川南診療所

村民グ

休日当番医

5日(日)

12日(日)

19日(日)

26日(日)

燃えるコミ
3日(金)
21日(火)

178(金)14日(火)10日(金)
28日(火)

7日(火)
248(金)

資源コミ
西部地域
東部地域

村県民税(第 1期分)
税
27日(月)

納

29日(水)

298(水)

22日(水)
15日(水)

15日(水)
22日(水)

8日(水)
1日(水)

有害コミ・不燃コミ
西部地域 1日(水)
東部地域 8日(水)

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少

代
表

佐
藤

豊

勝

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
現
在
ぬ
名
の
団
員
が
、
毎

週
土
曜
日
と
日
曜
日
の
練
習
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し

て
各
種
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

上
位
に
入
賞
す
る
な
ど
実
力
も
メ
キ

メ
キ
と
上
昇
。
5
月
1
日
に
ロ
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
石
川
地
方

の
大
会
、
あ
す
な
ろ
会
春
季
大
会
で

は、

6
年
生
以
下
の

A
ブ
ロ
ッ
ク
、

5
年
生
以
下
の

B
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
と

も
に
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
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